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桐生市議会 議会改革調査特別委員会 行政視察報告書 

 

 

 視察都市 大分県大分市（人口：474,931人:令和 5年 10月 31日現在） 

 

視察日時  令和 6年 1月 18日（木） 

午前・午後 10時 00分  ～  午前・午後 11時 30分  

  

 視察項目  ・若年層との意見交換について 

       ・若年層に特化した議会モニター制度について 

 

◎視察概要 

視察項目 ・若年層との意見交換および議会モニター制度について                             

 

（１）説明要旨 

◎議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

議会活性化推進会議 帆秋 誠悟  副会長 

議会活性化推進会議 福間 健治 委員 

議会活性化推進会議 宇都宮 陽子 委員 

大分市議会 事務局 政策調査室 (2名) 

 

◎議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 より 

 「議会活性化推進会議」は、 大分市議会を恒常的に活性することを目的に

2008年に議会基本条例をつくった際に設置を規定した。 

 各会派から、その人数に応じて委員を選出してもらっている。 

 議会事務局の「政策調査室」は、自慢の組織であり、2006 年に事務局・議

事課職員が 9名であったものを 2名増員し、内 5名で構成したもの。 

現在は更に増員し、次長制度を局長と相談して廃して、23 名いる議会事務

局の内、7名が政策調査室になっている。 

 政策条例、政策提言をつくる際のサポート、および政務活動のサポートを 

担ってもらっている。 

 「政策調査室」がなければ、この活動は極めて難しいと実感している。 
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◎議会活性化推進会議 宇都宮 陽子 委員 より 

〇「若年層との意見交換会について」 

 2011年(平成 23年度)より開始。 

 目的は「若年層の政治参加意識を喚起する」 

 当初は、若年層の投票率 UPが目的だった。同時に、議運にオブザーバー参

加していた一期目の無所属議員から「若い人の投票率 UPに向けて議会とし

ても何かするべきではないか」という趣旨の発言があり、これを議運で協議

した結果、議会活性化推進会議で協議することになった。 

 議会活性化推進協議会での協議の結果、生まれたのが「若年層との意見交換

会」であった。 

 当初の目標の投票率 UPについては、残念ながら下がり続けている。 

 しかし、「若年層の政治参加意識」と若年層の参加が少ない「市民意見交換

会の補完的役割」は、担えていると考えている。 

 原則、テーマは定めず、自由な意見交換会として実施しているが、学校から

テーマが提示された場合には、それに沿った形で開催している。 

 平成 27 年度には選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられたことを受けて、

「18歳・選挙権について」を一つのテーマとした。 

 その他、「議員政策研究会」という組織で取り組んでいる政策的条例や政策

提言の内容をテーマとすることもある。 

例）令和元年度：「投票率の向上対策」 

  令和 3年度：「(仮)大分市若者参画条例」 

 以下の表は、これまでに実施した学校である。 
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 令和 4年度までは高校、短期大学を含む、大学、専門学校、各１校以上と 

コロナ禍を除き、毎年度実施してきた。 

 対象学校は、議員の紹介による。議員が自主的に紹介したり、活性化推進委

員会で学校を(対象を)絞ってから、関係する議員に紹介をお願いしたりした。 
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 大学は令和元年度まで一校ずつであった。令和 3 年度より増えているが、 

これは若年層に特化した議会モニターに手を挙げてくれた学生との意見 

交換に切り替えたためである。 

 中学校との意見交換会は、令和 5 年度から学校から申し出があった場合に

限り、開催することとした。 

最初の申し入れは令和元年度であったが、コロナ禍で令和 5 年度まで延び

ていた。 

 これまで延べ 53校と意見交換を行ってきた。 

 

〇意見交換の進め方 

 

 中学校では、対象は 3年生。開催の日時、場所は各学校と調整して決めてい

る。調整は事務局職員による。 

 開催形式の例 

【大分豊府中学校】 

①議会の仕組みを説明 

②クラスに分かれての意見交換。議員が 1グループに 2人入る。 

テーマは、学校からも申し出による。 

【大東中学校】 

①議会の仕組みを説明 

②3年生全員との意見交換 

3年生だけで 440人いるため、グループ分けすると議員が足りない。 

   ⇒大勢のなかで手を上げにくいことを考慮し、事前に各クラスで一つ 

ずつ質問をつくってもらった。 
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  ③生徒会執行部 18人と意見交換を行った。 

   グループに分かれ、テーマは学校からの申し出により決めた。 

 若年層との意見交換で出た意見は、原則、個別回答はしないが、出席議員か

ら回答した方がよいと提案があれば検討するようにしている。 

 意見を踏まえて議会質問した例 
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〇若年層との意見交換アンケート結果 
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◎ 議会活性化推進会議 帆秋 誠悟  副会長 より 

〇若年層に特化した議会モニター制度 

 【実施例】 

 

 参加者は、基本的に応募のあった学生。議会側からの人数制限や選定はない。 

 実施概要 

①議員が学校に出向いて「議会の仕組みについて」説明 

 その際に、モニタリング前の議会の印象等を中心に意見を聴く。 

②モニタリング 

 本会議と委員会が対象。 

 本会議はネット中継も行っているので、それもモニタリング対象。 

③閉会後に、モニタリング後の感想、議員へのメッセージを中心に 2回目の 

意見交換を行う。 
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 意見集約 

【例】 
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 桐生市議会 議会改革調査特別委員会からの事前質問に対する回答 
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（２）主な質疑応答 

 

Ⓠ園田副委員長 

若年層に特化したモニター制度を実際に実施しようと決断したきっかけは？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

投票率 UPも当然ながら理由の一つである。 

「若年層との意見交換会」を続けるなかで、なかなか投票率 UPに繋がらない 

という思いもあった。 

（意見交換会だけでは）議会が若年層の意見を聴いて、行動する、議会が   

変わる、施策提言をする、といったところに繋がらない。 

「モニター制度」のなかで、議会をよく知ってもらい、その上で意見をもらう 

ことで活動に結び付けたい、議会改革の参考にしたい、という思いが強く   

なっていった。意見交換のなかでは、なかなかそこまでの意見はいただけなか 

ったので、そのように期待した。しかし、現実問題としては、そこまでには、 

至ってはいない。 

もっと、モニターに対して最初から「こういうことについて、こういう視点で 

モニターをして欲しい」という形で意見をもらっていかねばならないと考え 

ている。 

大学 3校のうちの 1校(大分大学)は、ゼミの活動の一環としてやっている。 

(そこの学生は)明確な意思を持ってモニターしてくれているので、何か話を 

しても、意識が高いのでレスポンスが早い。 

Ⓠ園田副委員長 

意見に対する個別回答はしてないということだったが、いただいた意見の 

フィードバックはどのような形で行っているのか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

 「市民意見交換会」を年一回、一週間をかけて１３会場で行っている。 

多い時には、延べ 400人以上の参加がある。 

このなかで出た意見は集約して回答をつくり、インターネット上や（開催した） 

各会場に冊子にして配布している。 

原則、個別回答はしないことにしている。 

ただし、参加した議員から「これは回答したほうが良い」と意見が出たものは、 

議会活性化推進会議で話し合い、学生に一層の興味を持ってもらう趣旨から 

学校を通じて回答したものもある。 

 

Ⓠ近藤委員長 

個別回答しないとして、会場ではどのように回答しているのか？ 
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Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

市民意見交換会では、各議員の個人の意見は言わないことになっている。 

若年層との意見交換では、自由に発言できる。 

様々な議員の色々な意見があることを知ってもらうためである。 

市民意見交換会で同じようにやると、まとまりがつかなくなってしまう。 

Ⓐ議会活性化推進会議 帆秋 誠悟  副会長 

若年層との意見交換で、正確な数字などを含めた現状を伝えた方がよいもの 

などは、後から補足説明をする場合もある。 

若い人たちの意見は、発想が自由で楽しい。しかし、中々施策につながるよう 

な意見は出にくいので、大学生を中心に、より専門的なモニター制度を始めた。 

 

Ⓠ北川委員 

ここまでのお話を聴いて、市民の意見をいただいて、的確に回答する「着地点」 

を定めた当市とは違い、「闊達な意見交換」、「議員と市民との交流」に主眼を 

置かれているのだということが理解できた。 

 今後も「議員を身近に感じてもらう」ということを主眼にして継続される感じ 

だろうか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

今後、議会活性化推進会議で話し合っていくことになるが、若年層との意見 

交換会は現状のままでいいのではないかと考えている。 

やり方は変わっていったとしても、「着地点」は求めずにやっていくと思う。 

議会モニター制度は、当初の目的通り、着地点を求めるために、制度を変えて 

いかないといけないと考えている。 

モニター制度と若年層との意見交換は完全に切り離して考えていきたい、と、 

私見ではあるが考えている。 

Ⓠ北川委員 

 23年からと、早くからスタートされている。 

 当市も(学生との意見交換を検討しても)、当初は学校から「学内で政治的な  

話しは困ります」と、断られたこともあった。 

当市では、中々人も集まらないし、引き受けてももらえないという状況が   

あった。また、モニター制度にしても、集めるのに苦労したりしている。 

どのようにして、自発的に(参加者などが)集まるようにしているのか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

学校と交渉する際には、必ず、学校の関係者－PTA会長、卒業生－などを 

議員に紹介をしてもらうようにしている。 

（学校側に説明する際に）「主権者教育である」としている。 
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「政治に関心を持ってもらうのも、主権者教育として先生が説明するのも 

難しいでしょうが、議員ならそれができますよ」と、話している。 

(学校などから)断られたことは一度もない。 

一番初めには、事務局が説明に行ってくれるが、「各議員の活動ではなく、

議会としての活動です」と、よく説明してくれている。 

（市民意見交換会では）多いときは、延べ 400 名を超える参観者があるが、 

各地域の自治体役員中心に集まってもらっている。 

残念なことに、複数回の参加者が 7割を超えている。 

よって、もっと若い方や女性に参加してもらえるようにどうしたらよいか、

思案し続けている。 

  

市民意見交換会のテーマは、議会がつくっている条例、提言に関するもの 

だが、どのように決まるかというと、 

①政策条例、政策提言を議員から公募する。 

②各会派代表者会議で提案した議員、チームが 5分間でプレゼンし、2分間 

質疑応答をする。 

  ③各会派代表者会議でどれにするかを選定する。 

  ④全員協議会で了解をもらい決定する。 

  そのテーマが、市民意見交換会にふさわしいときには、参加者数が増える。 
 

  全ての議員が、13会場の必ずどこかで参加するようにしている。 
   

テーマの決定には、プロジェクトチームがその推進に当たる。 

そのチームリーダーが、全会一致に向けて各会派を引っ張っていく。 

条例にするか、提言にするかは、提案者の意思の方向で決まる。 

その後、プロジェクトチームで素案をつくり、 

条例の場合は、議運で決定して本会議に上程する。 

提言の場合は、役員会議の会長と議長から市長に提言する。 
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Ⓠ北川委員 

 条例をつくる際の内容は、どこまで議会でつめているのか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

事務局の政策調査室が素案をつくってくれている。 

それをプロジェクトチームで協議して、政治判断を行う。 

素案のための全国調査も事務局がやってくれている。 

よって、政策調査室には、法務に強い職員を配置してもらっている。 

 

Ⓠ飯島委員 

若年層に特化した議会モニター制度に参加しているゼミというのは、 

どのような学部、専攻なのだろうか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

経済学部のゼミであり、先生は、憲法の専門家。 

当初、大分大学・青野ゼミと若年層との意見交換を行った。その後、若年層に 

特化した議会モニターを引き受けていただいた。 
 

Ⓠ近藤委員長 

意見交換会の設営などは、どこまで議員がやっているのか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

会場設営、司会は議員。 

資料作り、機材搬入と設置は事務局。その後の会場設営は議員が行う。 

Ⓠ近藤委員長 

 意見交換会で「着地点を定めないで、各議員が自由に発言する」というのは、 

実際に可能なのだろうか？ 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

前提条件として「自由に発言してよい」としている。 

議員個人も、「これは私個人の考えだが」と、した上で発言している。 

そうでないと盛り上がらずに、意見も出ない。そうならないと、「参加して 

良かった」とはならない。 

(発言が)暴走する議員もいるが、それが（市民に）「良くとられるか、悪く 

とられるかは、あなた個人の責任」と説明している。 

Ⓐ議会活性化推進会議 宇都宮 陽子 委員 

意見交換のなかで、学校側から「テーマは『まちづくり』で」と、最初に出し 

てくれた学校では、生徒たちが事前にフィールドワークもしていた。 

「大分市にはどのような課題があって、どうしたら解決できるのだろうか」 

ということを考えて、その上で質問を考えてきて、私たちと意見交換をして 

いる。 
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よって、密な意見交換ができるし、私たちにない視点から学ぶこともあり、 

とても有意義に感じている。 
 

Ⓐ議会活性化推進会議 仲道 俊寿 会長 

グループワークのときには、議員が 2～3人入っている。 

議員のなかでも異なる意見で話し合うことはあるが、それで良いとしている。 
  

◎視察成果による当局への提言または要望等 

大分市議会の「市民との意見交換の取り組み」は、早くから始まっており、 

平成 20 年度から市民全体に対する意見交換会を開始し、平成 23 年からは  

若年層との意見交換会を行っている。そこでは、議会の仕組みの説明をした

後、「まちづくり」をテーマとしたグループトークを行っている。 

この若年層との意見交換会は、教育委員会の積極的な協力で開始されて 

いる。市議会議員との交流に重きを置いたものである。 

議会の提言に資するような意見を求める活動としては、令和 3 年度から  

大分大学経済学部・青野ゼミの協力を得ての若年層議会モニター設置がある。 

この議会モニターの主旨は、「若年層の政治参加意識を喚起し、市議会への

関心を高めるとともに、意見等を広く聴取し、議会活動に反映させ、議会機能

の充実および強化を図ること」となっている。なかでも、「若者の政治参加意

識の向上」に重きを置いている。 

参考になる点としては、毎年、決まった時期に地域の中学校、高校、大学を

回っていることである。令和 5年度には、中学校 2校、高校 1校、大学 3校、

専門学校 1校と、計 7校との意見交換を精力的に実施している。 

桐生市としてもスケジュールのルーティン化を図り、若年層との、より多く

の意見交換を実現すべきであると考える。大分市議会の意見交換会では、  

アンケートも実施しているが、若年層からの意見には一味違ったものが  

数多く出されており、大変有意義に感じた。 

大分市議会のこれらの活動では、法務に強い事務局職員 7 名配置による 

「議事課・政務調査室」の存在感が大きい。「議会活性化推進会議」から提案

される条例案や提言は、市民意見交換会、若年層との意見交換会、若年層  

モニターからの意見をまとめたなかから生まれる。その際、この「政務調査室」

の調査がその底支えを担っている。 

御説明をいただくなかで、大いに感服したのは、大分市議会の皆様の「熱量

の高さ」である。志を高く保ちつつ、様々な考えを練り込みながら議会改革を

重ねておられる。議会改革において一番大切なのは「熱意」である、と再確認

できた。桐生市議会も初志貫徹の思いで改革を重ねていく必要がある。 

 


